
親子のための災害対策事業

平成２５年度市民活動公益事業補助金応募事業

NPO法人パートナーシップながれやま



 事業の対象

 事業の目的
・主に乳幼児を抱えた市民に防災について啓発する

・防災に、男女共同参画の視点を活かし、男女ともに積極的に防災
に参画することを推進する

・日常の防災に対する意識を高め、災害に遭遇しても安全・安心が
守られ、減災につながる地域づくりに寄与する

・地域の自助、共助を進め、安心のネットワークの構築を図る。

親子のための災害対策事業 事業目的

乳幼児を抱えた流山市民



これまでの取り組み

•防災学習会１ 講師：消防本部職員12/16

•防災学習会２ 講師：防災危機管理課長1/17

•防災学習会３ 講師：防災コンサルタント1/21

•防災体験学習施設「そなえりあ東京」視察5/9

•働くﾊﾟﾊﾟ&ﾏﾏアンケート調査 (帰宅難
民調査 回答数９０）

9/1～
9/20

•内閣府主催「防災ﾌｪｱ2013IN六本木」視察9/7

•体験！子育て世代の減災ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施
（参加者数１７０組ｱﾝｹｰﾄ回収８５通）

10/3

•防災ノート編集会議（１５回開催）
4/1～
11/12

•執筆校正12月

•私にもできる防災・減災ノートIN流山発行1月



私たちが作りました！
子どもたちを災害から守る！

私にもできる防災・減災ノートIN流山

＜書込み方式＞

それぞれの家庭
の使い方で、各
家庭のマニュア
ルに仕上げて

ね！



メディアに取り上げられたニュース

減災フォーラム開催前
★1/21 広報「ながれやま」
★1/31 読売新聞
★2/3 朝日新聞
★2/25 東京新聞
★3/11 毎日新聞(予定）
★10/20、2/20 朝日れすか
★2/20 地域新聞
★1/13 まちの安心ナビ

減災フォーラム開催後
ぐるっと流山
コアラテレビ



２.９子育て世代の防災・減災フォーラム
～いざという時、X時間を生き抜くために～会場風景



１．参加者27名が参加

２．アンケートによると、参加者の満足度90点以上が９０％。

80点以上が100％であり、ほぼ参加者全員が満足という回答。

→ 子育て世代の防災に対する興味・関心は非常に高い

３．アンケートフリーアンサーから

→  ・コミュニティ作りが大切だと思った

・専門的な意見が聞けた

・もっと時間が欲しかった。

・子ども連れの避難生活が不安、意識はあっても防災グッツ

の準備が震災直後にやったままであった

・防災に男女が共に活動することの大切さがわかった

・災害弱者もストレスを感じない環境の街づくりをしたい

「子育て世代の防災・減災フォーラム」の
評価



寸劇

クイズ

ワーク

防災キャラバン隊

キャラバン隊を組んで

「防災ワークショップ」に取り
組みます！

１．森のアトリエ黎明

２．ｾﾝﾄﾗﾙﾊﾟｰｸ祭り
３．自治会など

市内各所で
防災減災ノートの
活用と普及に
取り組みます！


